
ツマジロウラジャノメLasiommata deidamia
（Eversmann）はタテハチョウ科に属する中型のチョ
ウである．本種は低山地～山地や河川上流部の植生
のあまりない露岩地に生息し，幼虫はヒメノガリ
ヤスCalamagrostis hakonensisやタカネノガリヤス
Calamagrostis sachalinensisを食草としている．国内
では，北海道，本州，四国に分布しているが，生息地
は局所的である（日本チョウ類保全協会，2019）．

福井県内では，古くは1933年に大野郡石徹白村（現
在の岐阜県白鳥町石徹白）で戦前の記録があり（福井
縣博物学会，1938），また近年では，1993年に大野市
伊勢や1981年に大野市小谷堂でも採集記録が残ってい
る（下野谷・浅野，1998）ほか，南越前町や勝山市法
恩寺山でも確認されている（福井県安全環境部自然環
境課，2016）．しかし，分布が局所的であることに加
え，崩壊防止等の工事によって崖の環境が失われてい
ると考えられていることを理由に，福井県域では絶滅
危惧Ⅱ類に選定されている（福井県安全環境部自然環
境課，2016）．

筆者らは，大野市上打波において本種を採集したの
で，下記の通り報告する．

ツマジロウラジャノメLasiommata deidamia（Eversmann）
福井県大野市上打波， 1 ♀， 7 -Ⅸ-2025，吉田理玖

採集・保管（図 1 ）

本種を採集したのは，大野市上打波の車道脇の地点
である．近くに治山工事の現場があり，山肌が削られ
て岩が露出していた．11時頃に付近を通りかかった際
に，自動車の前を横切る本種を見つけたので，すぐに
捕虫網で採集した．

本種は植生のほとんどない崖などの特殊な環境を好
んで生息するため，崩壊防止の工事などの影響で生息
環境が失われ，各地で減少傾向にあるとされる（日本

チョウ類保全協会，2019）．大野市の打波川流域は渓
谷沿いに岩が露出した場所が点在しており，本種の貴
重な生息地と考えられる．県内での本種の生息状況を
明らかにするため，今後の調査の継続が必要である．
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図1：	大野市で採集したツマジロウラジャノメの♀
	 （大野市上打波，2025-IX-7，吉田理玖採集・保管）

大野市上打波におけるツマジロウラジャノメの採集記録
吉田　理玖・吉田　竜大＊

A record of Lasiommata deidamia (Eversmann) at Ono City, Fukui Prefecture
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（要旨）　大野市上打波で2025年 9 月 7 日にツマジロウラジャノメ 1 ♀を採集した．
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